
 
 
 
 
 
 
 
 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

夏 を 健 康 に 過 ご し ま し ょ う ！

　梅雨が明けると本格的な夏を迎えます。夏は水遊びや楽しいイベントがたくさ

んあります。この夏を健康で安全に過ごすために、ご家庭と一緒に事故防止対策

や感染症対策を行っていきましょう。

夏に起こりやすい事故と対策 

夏は、川や海やプールなどで水遊びをする機会が多くなります。一瞬の油断が

大きな事故につながります。また、車内に子どもを置き去ることも大変危険です。 

＜水の事故＞ 

・水深の浅い場所でも、子どもが溺れてしまうことがあります。 

・お家でのビニールプールや入浴時も、一瞬でも子どもから目を離さないように

しましょう。 

・近くのため池や用水路など、危険な場所へ一人で行かないよう、日頃から子ど

も話をしておきましょう。 

＜熱中症＞ 

・子どもだけで車内に残しておくことは大変危険です。予想外に車内温度が上が

ることがあります。短時間でも熱中症に陥り、死に至ることもあります。 

・子どもは「暑い」と言葉でうまく伝えられなかったり、本人が気づかないう 

ちに脱水が進んでしまったりすることがあります。大人がいち早く変化に気づ

いてあげましょう。 

＜熱中症予防のポイント＞ 

・　子どもの変化に注意しましょう 

顔が赤く、ひどく汗をかいている時は、涼しい場所で 

十分な休息を取らせましょう。 

・　のどが乾く前に水分をこまめに飲ませましょう 

　　水分補給には水やお茶が適しています。 

・　服選びも大切 

　　　体に密着せず、服の中に風が通るようなゆとりのある服が 

良いでしょう。 

・食事と睡眠をしっかり取りましょう 

 

 

令和８年７月 1 日 

富山市こども保育課

夏を健康に過ごしましょう

＜水遊びをする時はお家で確認しましょう＞ 

□　昨日はぐっすり眠りましたか？ 

□　朝ごはんは、しっかり食べましたか？ 

□　手足の爪は、短く切ってありますか？ 

□　下痢や発熱、咳、鼻水などの症状はありませんか？ 

□　目（目やに・充血）や耳（中耳炎・外耳炎）の病気はありませんか？ 

□　傷や化膿している湿疹はありませんか？ 

（通院中のお子さんは、医師とご相談ください） 

□　薬は飲んでいませんか？ 

＜とびひ・水いぼがある場合＞ 

水いぼ：水いぼの中の液の接触で、他の子に感染する可能性があるので、破れていな

い場合は、衣服や包帯、耐水性絆創膏で覆って保護しましょう。 

とびひ：プールの水を介して感染はしませんが、患部をかくことで悪化したり、他の

子どもと触れたりすることがあるので、かさぶたが取れるまで控えましょう。 

 

 

　手足口病 

症状：手のひら、足の裏、口の中に米粒大の水ぶくれや発疹ができる。発熱は 38

度程度。 

特徴：口内炎の痛みで飲食が難しくなることがある。 

ヘルパンギーナ 

症状：突然の 38〜40℃の高熱と、のどの奥に小さな水ぶくれができる。 

特徴：強いのどの痛みを伴う。 

咽頭結膜熱（プール熱） 

症状：38〜39℃の高熱、のどの痛み、目の充血（結膜炎）。 

特徴：アデノウイルスが原因で感染力が非常に強い。 

＜水分や食事がとれないとき＞ 

のど越しの良い刺激の少ないものを、少量ずつ、回数を分けて与え 

ましょう。（冷ましたスープ、麦茶、幼児用イオン飲料、ゼリー、 

プリン、アイスクリーム、豆腐、ヨーグルトなど）

夏の三大感染症の特徴

https://okuma-naikasyounika.com/menu/medical09/

